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昼夜の湿度変化が，作物の生育に対して，有利な場合のあることほ，すでに・Robbins，Lundeg翫dhおよびWent  

民ら（4＄1りの研究によって明らかにされているまた，作物あるいほ品種の発育紅及ぼす変温の影響についてほ，盛  

永氏（6）が着手して以来，多くの人達に／注目されているが，いまだ不明な点が少なくない・   

筆者らほ，数年来，蚕豆について，変湿に対する作物品種の生態学的な研究（12－15）に従事しているが，本実験は，  

その1部七して，開花前および開花後の毎夜別高温に対する蚕豆品稀の堕態的特性な調査したものである・   

高温処理は，蚕豆の珪長∴開花ならびに詮熟に対して，相当の影轡を及ぼすが，それらの影響の梓B引ま，品種の特  

性ならびに高温処理の昼夜別によって，可成りの差異が認められるこのこと．は，蚕扁の生態分化の研究上，ひいて  

ほ栽培，育種上興味ある問題と考えられるこ⊥に，実験結果の概要を報嘗し，大力の参考に供する次第である・・   

本研究を実施するに当り，種々教示いたゞいた香川冬犬侍士ならびに赤藤克己博士に対し，感謝の㍊を表するとと 

もに，実験遂行上，多大の便宜をあたえられた黒上泰治博士ならびに野田愛三教授に列し，厚く御礼を申し上げるr・  

Ⅱ 実験材料および方法  

開花前における高温処理および開花後における高温処理の2種の訝験区を設けた・伍）開花前処理ほ，定植後開花  

期までの高温が，品稗の早晩性湛よって，生長，開花に如何なる影野を及ぼすかをみんとしたものであり，開花期の  

異なる静岡早生（早生種），長六番豆（中生種）および讃岐長英（晩生種）の5品稗を供試した… また，（B）開花後処  

理ほ，開花期以後の高温が，品種の結実月数の長短，糧の大いさの違いによって，登熟紅如何なる影響Pを及ばすかを  

みんと．したものであり，開花期がはぼ等しく，結実日数ならびに粒の大いさの異なる大和蚕豆および讃岐長英（共に 

晩生柾）の2品種な供試した．   

さらに，両試験区共に．（Ⅰ）昼夜聞共，（Ⅱ）昼間のみ，（Ⅱ）夜間のみ高温の5つの処理区な設けたr・高温処理の時期  

および期聞ほ．，Tablelに示すごとくである．処理期間［Pの加熱硝子室の気瀦は，刈岬区に比し∴最高10～11OC，  

低る～70Cそれぞれ高かった・   

Tablel．Date and duratjon of treatments changing the higntemperature at different day and night．  

B   

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ
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Treatment before flowerlng  B：Treatment after floweIlng  
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：High night temperature  

a：Begun  b：Ended  c：Duration  

2）Each plot comprises4plots per one variety，in each ofwhich2plantS are planted 

5）Cont工01s肛e5et up fo‡eaCユ1plot．  

なお，供試各品種は，195る年11月1日苗床に播種し，同年11月20日，生育均斉な個体を遥んで，2株宛径1尺の磁  

製鉢把定施した．窒素，燐酸，加里の施用鼠ほ，各鉢に1g宛である．  

Ⅱ 実 験 結 果   

aリ昼夜別高温が生長に．及ぼす影響   

Fig小1（a）および（b）に示す造り，高湿区ほ，対照区に比し，いずれの品種に．おいても，概して，栄養生長が，促  

進される傾向がうかゞわれるい これを，茎長，英数，分枝および風乾盃に．ついて示せば，Figい2～5のどとくであ  

る 

茎長について竜は，晩生桂の讃岐長爽より，早生  

種の静岡早生に向って，また，各品種共，夜間高温  

区（m）より，昼硬高温区（Ⅰ）に向って大である．   

菜数に／ついては，増加の程度ほ，いずれの品種  

も，茎長に関する．はど，著しくなく，また，品種  

の犀晩性ならびに高温処理の昼夜別による差異  

も，茎長の場合はど明碇でない．   

さらに．，分枝の状態を観察すると，分枝長につ  

いてほ，いずれの品種も，その増加の割合ほ，昼  

夜高温区（Ⅰ）が最も大で，次いで，昼間高湿区  

（Ⅱ），夜間高温区（Ⅱ）の順軋なっている．なお，  

この場合，中生種の長爽蚕豆および晩生種の讃岐  

長英の，分枝の仲良度ほ，はば同じ傾向を示し，  

夜間高温区（Ⅱ）を除いてほ，茎長め場合とは逆  

に，卑生確の静岡早生より増加の程度が著しい，  

一・方，分枚数については，いずれの場合も，処理  

区ほ，対照区より減少し，その割合は，開花期の  

早晩あるいほ処理条件によって，必ずしも同じで  

はない．   

風乾歪も，高温に．よって「増加する傾向に．ある  

が，その程度は，品種間ならび紅処理区間紅差異  

が認められる 

Sizuoka－WaSe  

Nagasaya－SOIamame  

Sanuki－nagaSaya  

Ⅰ  Ⅱ  Ⅱ  Ⅳ  

Note）Ⅰ，Ⅱ，肝：Treatmezlt  Ⅳ CoTltrOI  

Fig．1（a）Growth of broad bean at the time when  

the high temperature treatment at  

different day and night was60days 
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Ⅳ  Ⅱ  

Note）Variety：Nagasaya－Soramame  

I，Ⅱ，Ⅱ：Treatment  Ⅳ：Control   

Fig．1．（b）Growth of broad bean at the time whenthe hightemperature  

treatment at different day and night was ended．．   
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Fig．5．lnfluence of hightemperature at different day and night on the number ofleaves 
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Ⅰ  Ⅱ  刀I  

TIeatment  

Note）惚Sizuoka－WaSe  

D Nagasaya・SOramame  

！忽Sanlユki－nagaSaya  

Note）   

●  Sizuoka－WaSe  

O Nagasaya・SOIamame  

Li SanukilnagaSaya  

一Branchlength   

Fig．5。Influence of high temperatuIe at  

different day and night on the  

dr・y Weigbt巾   

＿＿＿＿＿＿Branch number   

Fig4，InfluenceofhightempeIatureat diffeIent  

day and night onthe branch   

b．昼夜別高温が開花に及ぼす影響  
生殖生長紅関しては，Table2 に明らかなように，開花日数ほ，開花前の高温に・よって，いずれの場合も，短縮  

している．しかして，同一・処理怪に潔ける短縮程度ほ，早生種が最も大であり，次いで，中生種，晩生柾の順になっ  

ている．また，同一儲棒の短縮率ほ，昼夜高温区（Ⅰ）が，最も顧若で上屋閲高温区（11），夜間高温屡（Ⅱ）が，これ  

に．次いでいる．   

また，開花期間日数は，いずれの場合も，高温処理によって増加し，その程度は，卑4程より晩生種匿向って，ま  

た，夜間高温区（Ⅱ）より昼夜高温区（工）軋向って著しい・   

同様に・，開花数も増加しているが，品種および処理条件によ・つてその程皮を異に↓，中晩生種の昼間および夜間高  

温の両区において顕著である 

なお，第1花の着花節位は，高温忙よって上昇しているが，品種間ならびに処理区問に・，明確な差異ほ認められな   
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Table2．7nfluenceofhightemperature atdifferent dayand night onthe flowering・   

こ＼．  Varieties  
＼   

＼＼＼Experimenta「＼＼  
加ems  plots  

obseIVed     －、＼、  
Flowerlng times  

Period from germination  
to flowezing（Days）  

Reducti∀e ratio of period  
fIOm geImination to  
floweIing（％）  

Period of flower blooming  
（Days）  

NumbeIOf floweI  

（Relative number of flow・  
eIS）  

Order of node where the 
firSt floweI  

Note）Ⅰ，Ⅱ，Ⅱ：Treatment  Ⅳ：Control   

い．  

C頒夜別高温が登熟に及ぼす影響   

登熟期，結実［l数，結爽率ならびに著爽節他に関しては，Table5に示す通りである．すなわち，両品種共・高滞に  

ょって，結実1二二】数が短縮している1．しかして1その短縮の割合ほ，結実日数の長い訊岐昆爽に大きく，また，両品種  

共，昼夜高温屡（Ⅰ）の場合が著しいり 同様に，結爽率ほ，両品種共減少し，結実日数の場合と同様，讃岐長英に著し  

Table5Influence of hightemperature atdifferent dayand nigh ontheseed ripening 

Yamato・SOramame  
－ 

＼  

＼  

二二∴＿ 二‥・∴・二 

Sanuki・nagaSaya  

Ⅰ 【 Ⅱ l Ⅱ l IV  Ⅱ 】 】Ⅱ l IV  

Flowering times  

Duration of fruiting period  
（Days）  

RedlユCtive ratio of duIation  
Of fruiting period（％）  

Percentage of pod setting  

（Relative percentage of  
pod setting）  

Order of node where the  
first pod sets  
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N9te）Ⅰ，I［，lT［：Treatment  Ⅳ：Control   

い…一方，両品種の昼夜満職屑（Ⅰ）および大和蚕豆の昼間高温区（Ⅶ）ならびに静岐長爽の夜間高温区（Ⅱ）におい  

て減少の割合が，特に招著である小   

次に，Fig…占に示されるように，高温によって両品種ともに1爽当りの稔実度は，減少しているが，その割合は，い  

ずれの処矧ヌ■に．おいても，大和蚕豆より，粒の大なる讃岐長潮湛著しい．．一方，1爽村数および粒頚共，結爽率の場  

合と．同様，大和蚕豆の損夜高混区（Ⅰ）に．おいて，また，謝岐長爽の昼夜高温区（Ⅰ）および夜間高温区（Ⅲ）において減  

少率が大である，．なお，謝岐長爽の稔実に．対する昼間高温の影響穂→重蔵またほ．夜間高温の場合はど顕著でない。こ  

のような差異ほ，本案験程度の昼間高温が，稔実紅対して著しい障害をあたえず，かつ，昼間高温区（Ⅱ）の温度較差  

が，昼夜および夜間高温の両区に．くらぺ，大なるため4：じたものと考えられる．   

また，子実の大いさおよび形に関してほ．，Table4にみ．られるように，両品種共，結爽率および1爽稔実歴の場合   
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と同様，昼稜高温区（工）に．おいて，最も充実  

度が劣っている＝一・カ，小粒種の大和蚕豆に  

おいてほ，夜間高温区（Ⅲ）より，昼間高温区  

（耳）が，また，中粒種の讃岐長爽において  

ほ，昼間高温区（Ⅱ）より，夜間高温区（Ⅲ）  

が，より減少の程度が大である．すなわち，  

昼間またほ夜間の高温は，子実の発胃に対し  

ても不良な影響を及ばし，かつ，それらの程  

度ほ，1爽当りの稔実歴の場合と．同様，粗の  

大小ならびに届温処理の昼夜別隼よ′つて∴品  

種間に差異が認められるり  

Ⅳ 考  察   

蚕豆の生昆に対する変温，特に，夜間の高  

温処理の効果ほ，品種の早晩性ならびに処理  

時期の如何によって必ずしも同じでなく，ま  

た，登熟ならびに子実に対する処理の効果  

ほ，各品種の結実E】数の長短あるいほ，粒の  

大小によって異なることを，筆者の1人ほ，  

すでに明らかにしている．（12‾15）   

本実験において－も，栄養生長に関しては，  

小麦および蚕豆における従来の結果（7・15）と，  

相似た傾向が認攣られる・すなわち，生育初  

期における壁間またほ夜間の高温ほ，栄養器  

官の発袴ならびに分化を促進し，1種の徒長  

現象を生じさせるい しかしながら，それらの  

傾向は，早晩性などの品種の特性ならびに高  

湿処理の昼夜別によって趣を異に．し，榎維な  

様相を是するようである．また，高湿処理に  

よる栄養塾長の促進に伴い，花芽の分化なら  

びに花器の発育などの生殖生長が促進される  

ことほ，当然考えられるが本実験では，各処  
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Ⅰ  Ⅱ  Ⅱ  

Treatment  

Note）四Numberofseedsperpod（Yamato－SOramame）  

田 Weightofseedsperpod（Yamato－SOramame）  

隠 Number ofseeds per pod（Sanuki・nagaSaya）  

ロ Weight ofseeds per pod（Sanuki・・nagaSaya）  

Fig．6．lnfluence of high temperature at different day and  
night on the degree offruiting．  

Table4”Influence of hightemperature at different day and night on the weight and shape of seeds．  

Shape of seeds  
d 

（Rela：霊胃昌昌霊霊ight）  
箋ぎ‾1  

Varieties   
Length l Breadth l rhickness   

Shape of seeds averaged50seeds for each plot 
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理区における開花日数の短縮率に関して明確な品種間差異が認められる．．近年水稲，裸麦，大豆などの他作物におい  

ても，豊熟に及ばす昼夜の変温の影響に関して研究がすゝめられているが，（1‾359血111618）本実験に．よれは，蚕豆に  

おける昼夜別による高湿の影響は，結実日数の短縮，結爽率の低下ならびに稔実の不良などにあらわれており，それ  

らの程度は，それぞれの品種の結実日数の長短あるいは粗の大いさに・よって異なる傾向が認められ，庶事附5）と同様  

の結果を示している．さらに，子実の発育についてほ，結爽率，1爽稔実歴の場合と同様に．，大和蚕豆においてほ，  

夜間高温より塁間高温が，讃岐長爽においてほ，昼間高温より夜間高温が，不慮な嘉夢響を及ばす傾向が認められる．   

蚕豆品種の，昼夜別高湿に対するこのような生長反応あるいは登熟反応の相違ほ，それぞれの品種の本質的な差異  

に基くものであろう．したがって，この点を，さらに明らかに．し，それぞれの品種の昼夜の最適溢度を決定すること  

が，生態的特性の解明に必須であると考えられる1．また，このようにして明らかにされた生態的特性によって，蚕豆  

の地方的分布が決定され，それぞれの地方に適した品種の選択，育成および栽培が行われることを考えるとき，昼夜  

の変温に対する生態的差異の追求は，きわめて藍要な意義を召するものと考えられる‖  

Ⅴ 摘  要   

1．本研究ほ，蚕豆の種生態学的研究の1部として∴変温特濫眉夜別による高温が，開花期を異にする品種の生長，  

開花に及ぼす表彰響，また，l対花期をはゞ同じくするが，結実日数および粗の大いさを異にする品種の登熟に及ばす影  

響の差異について究明したものである．  

2．．栄養生長に関してほ，概して，促進的に作用しているが，その傾向膵，早晩性などの品種の特性ならびに高湿処  

理の昼夜別に．よって必ずしも同じでほない。また，開花に関して－ほ，同じ処理区においては，開花日数の短縮ほ，早  

生種はど，開花期間日数および開花数の増加ほ，晩生種はど，著しい傾向が認められ，また，それらほ同一・品種内に  

おいてほ，高温処理の昼夜別によって異なっている・  

5．登熟に関しては．，結実日数の短締，結爽率の減少が認められ，それらの傾向ほ，結実日数の長い品種において，  

また，昼夜高湿処理の場合顕著である．．また，1爽当りの稔芙度ならびに子実の発育に対しても不良な雄響を及ぼ  

し，それらの程度は，粒の大小ならびに高温処理の昼夜別により品種間に差異が認められる．．  

4一．昼夜別による高温が，蚕豆の生育に膨響を及ばし，かつ，それらの程度に品種間差異が認められることほ，奄豆  

の生態分化ならびに栽培，育種上きわめて興味ある問題であるn  

（本報の要旨ほ，1958年10月21日，京大農学部匿おける日本育種学会界14回講演会にて発表した．）  
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R色 s u m る  

1．As apartoftheecologicalstudies onthebroadbeanvarieties，thedifferencein theinfluenceon the   

growthand seedripeningforthechangetemperatu工e，eSPeCiallyhightemperatuIe at different day and   

night，Were Stlldied．  

2，Materials werethe varieties of differentfloweIing times，andthe varieties of differ’ent fruiting peIiods   

andalsoin the size of seeds，eaCh having aboutthe same flowerjngtimes 

5、Theinfluences onthegrowthwere remarkable，but allinfluences were shownin different manner 

accordingtothecharacters，forexample，theearliness orlateness of the varieties，and to七he high   

temperature tIeatment at different day and night 

Inthesametreatment，theinfluencesonthefloweringwereshownin the reductionoftheperiodfrom   

germinationtofloweringandintheincreaseoftheperiodsoffloweIbloomingandthenumberofflowers 

Theinfluenceswereremarkablyshownin the varieties，theformerinthe early andthelatterinthelate 

lnthesame vaIiety，mOreOVer，theinfluences above stated werediffezent according to the highte－   

mperaturetreatment atdifferentday and night・  

4．Theinfluences ontheseed ripening we工e Showninthe reduction of the duration offruiting period and  

in thedecIeaSeOfthepercentageof podsettingu Theinfluences wereremakablyshownin the varieties   

havinglong fruiting period andinthehighday and nighttemperature treatment・   

Ther・ateOfpodsettingandthegrowthrateofseedswas changed，themodesof whichweredifferent   

accordingtothevarieties havingthehightemperaturetreatment atdifferentdayandnight・  

5．Above mentioned facts may be ofuse to studytheecologicaldifferentiation of broad bean va王ieties，   

and to the culture and breeding of bIOad bean．  

（岡本 秀俊）  第10巻第1号正誤表  

貢■  
l   行  l  誤  l  正   
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